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平成18年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 平成17年８月５日

上場会社名 株式会社もしもしホットライン (コード番号 ： ４７０８ 東証第一部)

（ＵＲＬ http://www.moshimoshi.co.jp/）    

代 表 者 役職名 代表取締役社長 氏名 高木 尚二  

問合せ先責任者 役職名 経営企画部 広報･IR室 室長 氏名 和田 謙司 ＴＥＬ（０３）５３５１―７２００

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

(内容) 法人税等の計上基準に簡便的な方法を採用しております。 

       その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 

２．平成18年３月期 第１四半期財務・業績の概況(平成17年４月１日～平成17年６月30日) 

(１) 経営成績（連結）の進捗状況   (百万円未満切捨)

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益 

  百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％  百万円 ％ 

18年３月期 第１四半期 11,971 14.0  1,339 27.1 1,353 25.7  826 30.9

17年３月期 第１四半期 10,496 △1.9  1,054 △20.8 1,077 △20.4  631 △16.5

(参考) 17年３月期 46,873   5,362 5,671   3,255 

 

  
１株当たり四半期 

(当 期 )純 利 益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

(当 期 )純 利 益 

 円 銭  円 銭 

18年３月期 第１四半期 143 84  143 29

17年３月期 第１四半期 109 99  109 75

(参考) 17年３月期 560 99  559 62

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期は、期初計画において第２四半期に売上計上を予定しておりました大口業務が前倒しで行われたことによって、業績が

押し上げられるかたちとなりました。そのほかは概ね計画線で推移しており、通信向けは顧客企業ごとに強弱混在、またコールセンタ

ー拡充や業務の切り出しが進む金融、公益向けなどは総じて堅調に推移しております。以上の結果、当第１四半期における連結売上高

は、11,971百万円（前年同期比14.0％増）となりました。 

また利益面におきましては、首都圏を中心に依然人材需給の逼迫感が解消されるには至らず、外注費の増加等を通じて収益が圧迫さ

れているものの、前述の大口業務前倒しの影響に加え、地方都市におけるコールセンター展開の推進などコスト削減に努めた結果、連

結経常利益は1,353百万円（前年同期比25.7％増）、連結四半期純利益は826百万円（前年同期比30.9％増）となりました。 

 

 (２) 財政状態（連結）の変動状況  (百万円未満切捨)

  総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 １株当たり株主資本 

 百万円  百万円 ％ 円  銭 

18年３月期 第１四半期 23,243  16,905  72.7  2,941 28 

17年３月期 第１四半期 19,221  13,977  72.7  2,434 36 

(参考) 17年３月期 22,694  16,394  72.2  2,846 88 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】  (百万円未満切捨)

営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物   

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期 末 残 高 

  百万円  百万円 百万円 百万円 

18年３月期 第１四半期 1,435  158  △ 271  11,071  

17年３月期 第１四半期 262  △ 228  △ 214  9,226  

(参考) 17年３月期 1,809  △ 1,033  △ 431  9,750  
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［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 (キャッシュ・フローの状況) 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が増加したこと及び前連結会計年度末に増加した売上債権の回収

が進んだことを主因として、1,435百万円増加致しました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、保有していた投資有価証券の売却による収入を主因として、158百万円増加致しました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払を主因として、271百万円減少致しました。 

以上の結果、当第１四半期末の現金及び現金同等物の残高は、期首に比べ1,321百万円増加し、11,071百万円となりました。 

 

（参考） 第１四半期の個別経営成績等の概況（平成17年４月１日～平成17年６月30日） (百万円未満切捨)

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益 

  百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％  百万円 ％ 

18年３月期 第１四半期 9,766 19.8  1,065 21.3 1,073 21.5  665 29.1

17年３月期 第１四半期 8,150 5.1  878 △17.0 883 △18.0  515 △16.1

(参考) 17年３月期 37,390   4,392 4,635   2,637 

 

  総 資 産 株 主 資 本 

 百万円  百万円 

18年３月期 第１四半期 21,003  15,690  

17年３月期 第１四半期 17,461  13,425  

(参考) 17年３月期 20,447  15,341  

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 

３．平成18年３月期の連結業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

当第１四半期の業績は前述の通り、大口業務前倒しの影響を少なからず受けております。従って第２四半期以降の業績につきまして

は概ね計画線で推移するとの見方に変わりなく、期初に発表致しました予想数値をそのまま据え置くことと致します。 

(百万円未満切捨)  

 

 
予 想 売 上 高 予 想 経 常 利 益 予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中 間 期 24,200 2,640 1,520 

通 期 50,800 5,940 3,430 

※ １株当たり予想当期純利益(通期) 596円77銭 
 

（参考） 平成18年３月期の個別業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日） (百万円未満切捨)

１株当たり予想年間配当金 
 予 想 売 上 高 予想経常利益 予想当期純利益

中 間 期 末   

 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 円 銭 

中 間 期 19,500 2,150 1,240 50 00 ― ― ― ― 

通 期 41,200 4,940 2,860 ― ― 60 00 110 00 

※ １株当たり予想当期純利益(通期) 497円60銭 

 

※ 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際

の業績はこれらの予想値と異なる場合があります。 

 

以上 

 

○ 添付資料 

・ (要約)四半期連結貸借対照表 

・ (要約)四半期連結損益計算書 
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１. (要約)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円、％) 

当第１四半期末 

(平成17年６月30日) 

前第１四半期末 

(平成16年６月30日) 
増 減 

( 参 考 ) 

前連結会計年度末 

(平成17年３月31日) 

期 別  

 

 

科 目 
金 額  金 額  金 額  増減率 金 額  

(資 産の部 )      

Ⅰ 流 動 資 産      

現 金 及 び 預 金 11,071 9,226   9,750 

売 掛 金 4,875 4,103   6,150 

た な 卸 資 産 1,977 838   1,150 

そ の 他 1,131 1,091   1,267 

流 動 資 産 合 計 19,056 15,260 3,795 24.9 18,318 

Ⅱ 固 定 資 産      

有 形 固 定 資 産 1,254 1,276   1,248 

無 形 固 定 資 産 217 263   222 

投資その他の資産 2,715 2,421   2,905 

固 定 資 産 合 計 4,186 3,961 225 5.7 4,376 

資 産 合 計 23,243 19,221 4,021 20.9 22,694 

(負 債の部 )      

Ⅰ 流 動 負 債      

買 掛 金 370 219   495 

未 払 金 3,048 2,668   3,319 

そ の 他 2,635 2,025   2,211 

流 動 負 債 合 計 6,054 4,912 1,141 23.2 6,025 

Ⅱ 固 定 負 債      

退職給付引当金 171 217   160 

そ の 他 111 114   113 

固 定 負 債 合 計 283 332 △48 △14.6 274 

負 債 合 計 6,338 5,244 1,093 20.8 6,300 

(資 本の部 )      

Ⅰ 資 本 金 998 998 ― ― 998 

Ⅱ 資 本 剰 余 金 1,206 1,202 3 0.3 1,205 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 14,881 11,980 2,900 24.2 14,374 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 12 14 △1 △12.2 9 

Ⅴ 自 己 株 式 △192 △218 25 11.8 △193 

資 本 合 計 16,905 13,977 2,928 21.0 16,394 

負債及び資本合計 23,243 19,221 4,021 20.9 22,694 
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２. (要約)四半期連結損益計算書 

(単位：百万円、％) 

当第１四半期 

(自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日)

前第１四半期 

(自 平成16年４月１日 

至 平成16年６月30日)

増 減 

( 参 考 ) 

前連結会計年度

(自 平成16年４月１日

至 平成17年３月31日)

期 別  

 

 

科 目 
金 額  金 額  金 額  増減率 金 額  

Ⅰ 売 上 高 11,971 10,496 1,474 14.0 46,873 

Ⅱ 売 上 原 価 9,543 8,457 1,086 12.8 37,581 

売 上 総 利 益 2,427 2,039 388 19.0 9,292 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,087 984 102 10.4 3,929 

営 業 利 益 1,339 1,054 285 27.1 5,362 

Ⅳ 営 業 外 収 益 14 23 △8 △38.7 310 

Ⅴ 営 業 外 費 用 0 0 0 1,696.8 1 

経 常 利 益 1,353 1,077 276 25.7 5,671 

Ⅵ 特 別 利 益 54 9 44 455.3 9 

Ⅶ 特 別 損 失 9 9 0 1.3 163 

税金等調整前四半期(当期)純利益 1,398 1,077 321 29.8 5,517 

法 人 税 等 571 445 125 28.2 2,262 

四半期(当期)純利益 826 631 195 30.9 3,255 

 

 

 


